
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

■ 日  時： ２０１９年 １月３０日（水） 

■ 場  所： 国連大学１階アネックスホール 

■ 主  催： ＩＬＯ駐日事務所（共催：外務省） 

■ 対 象 者： ＩＬＯや他の国際機関での勤務に関心のある学生，研究者，社会人 他 

■ プログラム（受付開始 １８：００～） 

第１部 １８：３０-１９：３０ ＩＬＯ創設１００周年記念トーク・イベント 

「これからの国際人材に期待されること ～SDGs と Decent Work の推進～(日本語)」 

   第２部 １９：４０-２０：３０ ＩＬＯキャリア・セミナー 

（マーク・レヴィンＩＬＯ本部人事開発局長による講演など（英語，逐次通訳有）） 

■参加申込方法 

右コード（https://goo.gl/forms/RN8aHyo9JKbh76ru1）に氏名・ご所属・メールアドレスを御記入の上， 

１月２８日（月）までにお申し込みください。（定員に達した場合，受付を終了させていただきます。） 

  ■お問合せ先 
   ＩＬＯ駐日事務所（担当: 柴富、奥村） Ｔel：０３－５４６７－２７０１ Email: tokyo@ilo.org 

  ＜個人情報の取り扱いについて＞ 

・登録された個人情報は，本イベントの参加登録・管理以外の目的で利用することはございません。本イベント終了後，適切に 

廃棄いたします。 

・広報上の目的で，本イベント参加者の写真又は動画を撮影し利用する可能性がありますので，予めご了承ください。 

 

 

 

村田 俊一            松浦 彩           木村 亮            マーク・レヴィン 
関西学院大学総合政策学部教授 ＩＬＯインド・デリー事務所   NPO 道普請人理事長     ILO 本部人事開発局長 

元 ESCAP 事務局次長      ジェンダー専門家   京都大学大学院工学研究科教授 

               

参加費無料 
定員：１００名 

 

 

https://goo.gl/forms/RN8aHyo9JKbh76ru1


村田 俊一 関西学院大学総合政策学部教授 

                

                 

                 

                 

木村 亮 ＮＰＯ道普請人(CORE)理事長 

                 

                 

                 

                 

                 

松浦 彩 ＩＬＯインド・デリー事務所ジェンダー専門家 

 

             

             

             

             

マーク・レヴィン ＩＬＯ本部人事開発局長 

                             

                             

                             

                            

                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〒150-8925 東京都渋谷区神宮前 5-53-70 

（国連大学には駐車場がございません。） 

・ＪＲ渋谷駅 徒歩 10 分 

・東京メトロ表参道駅 

（銀座線、半蔵門線、千代田線）Ｂ２出口 徒歩５分 

※なお，国連大学敷地内及び周辺は禁煙です。 

 
ガンビアの若者雇用支援 

国連開発計画（ＵＮＤＰ）からウガンダ，エチオピア，スーダン，中国，モンゴル，フィリピン等の各常駐代表

事務所での勤務を経て 1999 年 4 月よりブータン常駐代表兼国連常駐調整官。2002 年関西学院大学総合政策学部教

授に就任。2004 年より同大学国際開発戦略リサーチセンター長を兼任。専門は途上国の紛争問題とそれに関連する

援助政策。2006 年 11 月，UNDP 駐日代表に就任。2011 年 7 月，ESCAP 事務局次長に就任。2015 年秋学期より関西学

院大学総合政策学部特別客員教授に就任した後，2016 年 4 月より同教授兼国連・外交関連プログラム室長。 

 1996年、協同組合人材開発プログラム上級技術アドバイザーとしてILOに入局。1998年、協同組合人材開発局上級ス

ペシャリスト、2003年、雇用総局管理支援室長に就任。2005年11月より人材開発局人事・能力開発部長、2007年より

人材政策部長を務めた。2008年12月から2013年4月まで、ハンガリー、ブダペストの中・東欧ディーセント・ワーク

技術支援チーム長兼ハンガリー国別事務所所長を務め、2013年4月より現職。  

1985 年京都大学大学院 工学研究科 土木工学修了。京都大学助手、助教授を経て 2006 年京都大学国際融合創造

センター教授に昇任。2010 年より現職（工学研究科 教授）。専門は地盤工学で、構造物の基礎やトンネルなどの構

造物と地盤の静的・動的相互作用の解明に取り組んでいる。 

1993 年よりケニアで大学造りの JICA プロジェクトに関わり、2002 年より「貧困削減」を主なテーマに発展途上国

の未舗装道路の整備手法を開発し、住民と共に世界 27 か国で道直しを行う。認定 NPO 法人 道普請人（みちぶしんび

と）理事長。 

 

インド、ニューデリーの ILO 南アジア・ディーセント・ワーク技術支援チーム（DWT）兼インド国別事務所におけ

る、ジェンダー問題に関する専門家。アフガニスタン、バングラデシュ、インド、モルディブ、ネパール、パキスタ

ン、スリランカの 7 か国において専門的なアドバイスを提供する。 主な分野としては、平等と非差別、女性の社会

経済的エンパワーメント、女性の起業家支援、ジェンダーに基づく暴力。  

アメリカ、サンフランシスコ州立大学スピーチ・コミュニケーション学部において学士号を修得。アメリカ、モン

トレー国際大学院国際経営学において行政学修士号を修得。 

国連大学への交通アクセス 

籐細工をするネパールの女性 

農場で働くシリア難民の子どもたち 


